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平
成
28
年
６
月
４
日
（
土
）
午
後
３
時
よ
り
横

浜
キ
ャ
ン
パ
ス
16
号
館
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
に
て
、

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
の
平
成
28
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
に
先
立
ち
、

今
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
、
ま
た
、
代
議
員
で
あ
る
坂
井
公
明
（
36
貿
）、

板
頭
福
之
（
51
法
）
の
２
氏
が
平
成
27
年
度
に
逝

去
さ
れ
た
た
め
出
席
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
た
。

　

次
に
最
新
の
「
神
奈
川
大
学
の
紹
介
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
流
さ
れ
、
引
き
続
き
、
横
浜
専
門
学
校
、
神
奈

川
大
学
両
校
の
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

　

ま
ず
議
長
に
武
笠
健
次
氏
（
41
法
）
が
選
任
さ

れ
、事
務
局
よ
り
代
議
員
（
社
員
）
数
１
６
６
名
中
、

出
席
者
99
名
、
議
決
権
行
使
22
名
、
委
任
状
28
名

の
計
１
４
９
名

で
定
足
数
に
達

し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、

議
事
録
署
名
人

に
は
、
亀
山
修

一（
50
英
）、
萩

原
く
み
こ
（
59

法
）の
両
氏
が

指
名
さ
れ
議
事

に
入
っ
た
。

　

会
長
あ
い
さ

つ
は
、
４
月
14

日
、
16
日
の
熊

本
地
震
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
に

哀
悼
の
意
を
、
被
災
さ
れ
た
方
、
熊
本
、
大
分
両

県
宮
陵
会
会
員
の
皆
様
に
対
し
お
見
舞
い
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
両
県
宮
陵
会
に
近
々
お

見
舞
い
を
届
け
る
と
の
表
明
を
さ
れ
、
会
場
に
は

ご
協
力
を
い
た
だ
く
募
金
箱
を
設
け
た
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
日
頃
よ
り
本
会
活
動
に
対
し
感
謝
を
述

べ
ら
れ
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
新
役
員
は
最
低
６

回
の
規
定
さ
れ
て
い
る
理
事
会
を
10
回
開
催
し
、

総
務
財
政
委
員
会
は
じ
め
組
織
、
広
報
、
事
業
、

女
性
の
５
つ
の
委
員
会
を
中
心
に
積
極
的
に
活
動

し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
常
設
委
員
会
を
中

心
に
活
動
を
活
発
に
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
会
館

建
設
特
別
委
員
会
、
昭
和
12
年
３
月
に
設
立
さ
れ

た
宮
陵
会
は
来
年
80
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
こ
れ

を
記
念
し
て
周
年
行
事
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
を

検
討
す
る
特
別
委
員
会
、
来
年
任
期
の
来
る
代
議

員
選
任
の
た
め
の
選
挙
管
理
委
員
会
、
代
議
員
候

補
者
推
薦
委
員
会
を
設
け
て
い
く
方
針
を
述
べ
ら

れ
た
。

　

議
題
に
移
り
、
初
め
に
報
告
事
項
と
し
て
「
平

成
27
年
度
事
業
報
告
」
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
決

議
事
項
に
入
り
、「
平
成
27
年
度
収
支
決
算
承
認

の
件
」
を
審
議
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
議
事
終
了

と
な
っ
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
昨
年
会
長
を
退
任
さ
れ
た
狩

野
七
郎
氏
（
30
経
）
へ
の
功
績
表
彰
を
は
じ
め
、

功
労
表
彰
６
名
、
感
謝
表
彰
14
名
の
方
が
、
特
別

表
彰
で
は
、
第
64
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大

会
最
優
秀
投
手
賞
、
第
28
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

大
会
で
の
優
勝
に
貢
献
し
、
活
躍
中
の
硬
式
野
球

部
の
濱
口
遥
大
さ
ん
と
第
50
回
全
日
本
サ
ー
フ
ィ

ン
選
手
権
、
第
44
回
春
季
全
日
本
学
生
選
手
権
の

両
大
会
の
メ
ン
ク
ラ
ス
優
勝
し
た
石
川
拳
大
さ
ん

の
二
人
が
受
賞
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
大
場
憲
治
会
長
か
ら
学
校
法
人
神

奈
川
大
学
理
事
長
に
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」

募
金
へ
の
２
、０
０
０
万
円
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
正
野
幸
延
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
理

事
長
、
４
月
に
着
任
さ
れ
た
兼
子
良
夫
神
奈
川
大

学
学
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
定
時
総
会
は
終
了

し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
１
号
館
８
階
に
移
し
懇
親
会

が
開
か
れ
正
野
理
事
長
、
兼
子
学
長
、
小
林
常
務

理
事
、
永
和
田
理
事
・
事
務
局
長
も
同
席
さ
れ
、

会
話
が
弾
み
、
和
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
午
後
６

時
30
分
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

■功 績 表 彰（表彰規程第２条第1号該当）
　本部関係
　　狩野　七郎氏
　　　昭和30年法経学部経済学専修課程・
　　　平成22年経済学研究科経済学専攻博士前期課程卒業
　　　元会長・監事・理事・財政委員長

■功労表彰（表彰規程第２条第２号該当）
　本部関係
　　吉村　蒔子氏
　　　昭和40年工学部応用化学科卒業
　　　元副会長・理事
　　橋本　正俊氏
　　　昭和41年法学部法律学科卒業
　　　元理事
　　宇久田　進治氏
　　　昭和43年経済学部貿易学科・
　　　平成22年経済学研究科経済学専攻博士前期課程卒業
　　　元専務理事・理事
　地域組織関係
　　川口　秀男氏
　　　昭和37年法経学部貿易学科卒業　 　
　　　元福井県宮陵会会長
　　片山　龍朗氏
　　　昭和38年法経学部経済学科卒業
　　　元佐世保宮陵会会長・事務局長
　　中川　眞澄氏 　
　　　昭和40年工学部工業経営学科卒業 　
　　　元熊本県宮陵会会長・副会長・事務局長

■感謝表彰（表彰規程第２条第３号該当）
　本部関係
　　和田　敏光氏 　
　　　昭和50年法学部法律学科卒業
　　　元理事
　地域組織関係
　　橋爪　修三氏
　　　昭和43年法学部法律学科卒業
　　　北見宮陵会会長・元副会長
　　高橋　智徳氏
　　　昭和44年工学部建築学科卒業
　　　元秋田県宮陵会会長・幹事

　　福原　 勝　氏
　　　昭和39年工学部応用化学科卒業
　　　元宮城県宮陵会副会長
　　井上　修一氏
　　　昭和39年工学部工業経営学科卒業
　　　元宮城県宮陵会副会長
　　桜田　寿一氏
　　　昭和34年工学部機械工学専修課程卒業  　
　　　元茨城県宮陵会会長・水戸地区長　 　
　　德島　敏弘氏
　　　昭和35年法経学部貿易学科卒業
　　　元佐賀県宮陵会幹事長 　
　　安達　俊昭氏
　　　昭和35年法経学部法学科卒業
　　　元熊本県宮陵会副会長・理事 　
　　富永　征男氏
　　　昭和38年工学部電気工学科卒業
　　　元熊本県宮陵会副会長・理事
　　大川　英喜氏 　
　　　昭和33年法経学部経済学専修課程卒業
　　　元戸塚・栄区宮陵会会長
　　桐生　忠一氏
　　　昭和34年短期大学部電気科卒業
　　　元相模原宮陵会会長
　　菊池　則男氏
　　　昭和34年法経学部経済学専修課程卒業
　　　元相模原宮陵会副会長　 　
　　岡 田　輝 茂氏
　　　昭和24年専門学校機械科卒業
　　　元箱根町宮陵会会長
　　一 戸　英 輔氏
　　　昭和36年法経学部貿易学科卒業
　　　元卓球部OB会会長・事務局長

■特別表彰（表彰規程第２条第４号該当）
　　濱口　遥大氏
　　　人間科学部人間科学科3年
　　　第64回全日本大学野球選手権大会最優秀投手賞
　　　第28回ユニバーシアード競技大会優勝（日本代表）
　　石川　拳大氏　
　　　経営学部国際経営学科2年　　　
　　　第50回全日本サーフィン選手権大会メンクラス優勝
　　　第44回春季全日本学生サーフィン選手権大会メンク
　　　ラス優勝

表　彰　者　芳　名
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平成 27年度決算について
■会誌・会報の編集、発行／会誌は正会員（56,363 件）へ、会報は
住所判明者全員（101,310 件）へ送付。

■地域組織ＨＰの新設支援／本部事務局において地域組織のＨＰの
立上げを包括的に行い、制作費用、保守・管理等の維持経費を本
部負担として推進。平成 28 年度も継続。

■地域組織代表者会議の開催（隔年開催）／初の試みとして、運営
実務者である事務局長（幹事長等）を対象とし、全体会（ブロッ
ク会の運営、本部からの依頼事項、ＨＰに関する説明等）及び分
科会の二部構成で行われ、活発な意見交換が行われた。

■給付奨学金／学部生 6名に対し 157 万円、大学院生 7名に対し
270 万円を給付。

■「米田吉盛教育奨学金」募金への指定寄付／ 2,000 万円を寄付。
給費生を始め、経済支援、成長支援を目的とした各種給付型奨学
金制度の充実が図られている。

■大学主催事業への協賛金等として 730 万円／ホームカミング
デー、卒業祝賀会、大学公開講座等への協賛金。

平成 28年度予算について
■平成 29・30 年度代議員（190 名）を選出するための選挙を実施。
■会館建設特別委員会及び設立 80 周年記念事業特別委員会（仮称）
の開催。

■ブロック会、地域組織総会の開催及び活動に対する支援、助成。
■準会員（在校生）に対する宮陵会広報活動の強化。

平成27年度　貸借対照表
平成28年３月31日現在 （単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　資　産　の　部
　1. 流　動　資　産

現 金 181,931 208,571 △ 26,640
普 通 預 金 89,721,548 77,188,571 12,532,977
振 替 貯 金 379,000 488,000 △ 109,000
定 期 預 金 190,000,000 180,000,000 10,000,000
未 収 金 84,293 91,137 △ 6,844
貸 付 金 26,509,150 27,807,650 △ 1,298,500
貸 倒 引 当 金 △ 3,000,000 △ 3,000,000

流 動 資 産 合 計 303,875,922 285,783,929 18,091,993
　2. 固　定　資　産
　 (1) 基　本　財　産

定 期 預 金 3,000,000 3,000,000
基 本 財 産 合 計 3,000,000 3,000,000

　 (2) 特　定　資　産
奨 学 基 金 積 立 資 産 30,791,224 79,606,354 △ 48,815,130
設立 80 周年記念事業積立資産 10,000,000 10,000,000
退 職 給 付 引 当 預 金 2,163,000 2,135,000 28,000

特　 定　 資　 産 合 計 42,954,224 81,741,354 △ 38,787,130
固 定 資 産 合 計 45,954,224 84,741,354 △ 38,787,130
資 産 合 計 349,830,146 370,525,283 △ 20,695,137

Ⅱ　負　債　の　部
　１.　流　動　負　債

未 払 金 607,324 569,250 38,074
前 受 会 費 42,000 63,000 △ 21,000
預 り 金 241,356 242,357 △ 1,001
預 り 賛 助 金 30,000 △ 30,000

流 動 負 債 合 計 890,680 904,607 △ 13,927
　２．固　定　負　債

退 職 給 付 引 当 金 2,163,000 2,135,000 28,000
固 定 負 債 合 計 2,163,000 2,135,000 28,000
負 債 合 計 3,053,680 3,039,607 14,073

Ⅲ　正 味 財 産 の 部
　1. 指定正味財産

指 定 正 味 財 産 合 計
(うち基本財産への充当額 )
( うち特定資産への充当額 )

　2. 一般正味財産 346,776,466 367,485,676 △ 20,709,210
( うち基本財産への充当額 ) (3,000,000) (3,000,000) (0)
( うち特定資産への充当額 ) (40,791,224) (79,606,354) △ 38,815,130
正 味 財 産 合 計 346,776,466 367,485,676 △ 20,709,210
負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 349,830,146 370,525,283 △ 20,695,137

平成27年度　正味財産増減計算書
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで （単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1)　経　常　収　益

① 財 産 運 用 益 26,872 48,117 △ 21,245
基 本 財 産 受 取 利 息 636 599 37
特 定 資 産 受 取 利 息 26,236 47,518 △ 21,282

② 受 取 会 費 118,620,000 120,425,000 △ 1,805,000
正 会 員 会 費 7,180,000 9,195,000 △ 2,015,000
準 会 員 会 費 111,440,000 111,230,000 210,000

③ 雑 収 益 847,011 922,562 △ 75,551
受 取 利 息 74,482 70,811 3,671
雑 収 益 772,529 851,751 △ 79,222

経 常 収 益 計 119,493,883 121,395,679 △ 1,901,796
(2)　経　常　費　用

① 事 業 費
給 料 手 当 5,829,345 5,066,898 762,447
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 14,000 67,500 △ 53,500
福 利 厚 生 費 905,243 948,332 △ 43,089
会 議 費 515,877 399,008 116,869
旅 費 交 通 費 7,190,631 4,653,483 2,537,148
通 信 運 搬 費 26,240,015 25,124,135 1,115,880
消 耗 品 費 1,056,024 1,161,423 △ 105,399
印 刷 製 本 費 7,435,908 5,960,952 1,474,956
慶 弔 交 際 費 1,991,790 2,001,704 △ 9,914
賃 借 料 80,546 209,418 △ 128,872
諸 謝 金 300,699 233,877 66,822
支 払 負 担 金 7,300,000 7,300,000
支 払 助 成 金 9,901,987 9,687,453 214,534
支 払 寄 付 金 32,730,000 29,447,500 3,282,500
給 付 奨 学 金 16,270,000 19,552,500 △ 3,282,500
委 託 費 1,047,945 101,088 946,857
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 3,000,000 3,000,000
雑 費 454,566 41,855 412,711

事 業 費 計 122,264,576 111,957,126 10,307,450
② 管 理 費

給 料 手 当 5,829,346 5,066,898 762,448
臨 時 雇 用 賃 金 601,845 1,721,788 △ 1,119,943
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 14,000 67,500 △ 53,500
福 利 厚 生 費 905,244 948,333 △ 43,089
会     議     費 1,175,285 1,009,493 165,792
旅 費 交 通 費 2,700,052 2,400,454 299,598
通 信 運 搬 費 752,341 796,943 △ 44,602
消 耗 什 器 備 品 費 26,300 194,400 △ 168,100
消 耗 品 費 443,674 469,567 △ 25,893
印 刷 製 本 費 726,601 742,392 △ 15,791
慶 弔 交 際 費 1,205,192 1,123,444 81,748
賃 借 料 80,546 209,418 △ 128,872
委 託 費 2,638,500 1,362,700 1,275,800
雑 費 839,591 722,134 117,457

管 理 費 計 17,938,517 16,835,464 1,103,053
経 常 費 用 計 140,203,093 128,792,590 11,410,503

当 期 経 常 増 減 額 △ 20,709,210 △ 7,396,911 △ 13,312,299
2.　経常外増減の部
(1)　経　常　外　収　益

経 常 外 収 益 計
(2)　経　常　外　費　用

経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額
当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 △ 20,709,210 △ 7,396,911 △ 13,312,299
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 367,485,676 374,882,587 △ 7,396,911
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 346,776,466 367,485,676 △ 20,709,210

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

Ⅲ　正味財産期末残高 346,776,466 367,485,676 △ 20,709,210

平成28年度　正味財産増減予算書
平成28年4月1日から平成29年3月31日まで （単位：円）

科　　　　目 予　算　額 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1)　経　常　収　益

① 財 産 運 用 益 6,000
基 本 財 産 受 取 利 息 1,000
特 定 資 産 受 取 利 息 5,000

② 受 取 会 費 116,090,000
正 会 員 会 費 6,090,000
準 会 員 会 費 110,000,000

③ 雑 収 益 405,000
受 取 利 息 45,000
雑 収 益 360,000

経 常 収 益 計 116,501,000
(2)　経　常　費　用

① 事 業 費
給 料 手 当 5,880,000
福 利 厚 生 費 1,100,000
会     議     費 942,000
旅 費 交 通 費 6,480,000
通 信 運 搬 費 41,204,000
消 耗 品 費 1,847,000
印 刷 製 本 費 9,437,000
慶 弔 交 際 費 2,120,000
賃 借 料 246,000
諸 謝 金 710,000
支 払 負 担 金 7,500,000
支 払 助 成 金 13,050,000
支 払 寄 付 金 29,000,000
給 付 奨 学 金 20,000,000
委   託  費 2,700,000
雑 費 100,000
事　　 業　　 費　　 計 142,316,000

② 管 理 費
給 料 手 当 5,880,000
臨 時 雇 用 賃 金 3,000,000
福 利 厚 生 費 1,100,000
会     議     費 2,360,000
旅 費 交 通 費 3,500,000
通 信 運 搬 費 1,290,000
消 耗 什 器 備 品 費 200,000
消 耗 品 費 740,000
印 刷 製 本 費 1,130,000
慶 弔 交 際 費 1,300,000
賃 借 料 246,000
諸 謝 金 35,000
委 託 費 3,642,000
雑 費 400,000
管　　 理　　 費　　 計 24,823,000

経　　常　　費　　用　　計 167,139,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 50,638,000

2.　経常外増減の部
(1)　経　常　外　収　益

経 常 外 収 益 計
(2)　経　常　外　費　用

経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額
当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 △ 50,638,000
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 346,776,466
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 296,138,466

Ⅱ　指定正味財産増減の部
①受 取 寄 付 金
受 取 寄 付 金

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

Ⅲ　正味財産期末残高 296,138,466
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◆
経
歴

昭
和
28
年
８
月　

宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ

昭
和
51
〜
52
年　

英
国
留
学

昭
和
53
年　

外
国
語
学
部

　

英
語
英
文
学
科
卒
業

平
成
２
年　

株
式
会
社 

兼
松
パ
ー
ソ
ネ
ル

サ
ー
ビ
ス
国
際
化
事
業
部
長
を
経
て
株
式

会
社 

パ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
設
立
、
代
表
取

締
役
社
長
就
任

平
成
20
年　

早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院

　

非
常
勤
講
師
就
任

　
「
超
一
流
の
雑
談
力
」40
万
部
・「
英
語
は『
イ

ン
ド
式
』
で
学
べ
！
」
15
万
部
突
破
ほ
か
人

気
の
著
書
多
数
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
Ｕ
Ｐ
や
英
語
習
得
関
係
の
企
業
向
け
研
修

と
講
演
、
複
数
の
大
学
院
で
の
講
義
を
担
当
、

雑
誌
・
Ｔ
Ｖ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
で
も
頻
繁

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
会
社
紹
介

　

創
業
以
来
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
、
約
１
，
７
０
０
社
の

企
業
に
対
し
て
階
層
別
・
国
際
化
・
語
学
等

の
研
修
会
を
独
自
に
企
画
し
、
実
施
し
て
い

る
会
社
で
す
。

◆
学
生
へ
の
２
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

私
の
仕
事
は
、
上
場
会
社
の
経
営
層
を
中

心
に
研
修
や
講
演
を
行
っ
た
り
、
新
し
い
発

想
の
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基
礎
は

神
大
で
放
送
研
究
会
に
入
っ
て
毎
日
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
こ
と
で
培
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
経
験
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

能
力
が
磨
か
れ
、
同
時
に
「
物
事
を
深
く
考

え
る
＝
思
考
す
る
」
と
い
う
基
本
が
身
に
つ

き
ま
し
た
。
放
送
研
究
会
に
入
っ
て
諸
先
輩

か
ら
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
「
自

分
の
強
み
」
が
で
き
た
こ
と
が
、
私
の
人
生

で
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

就
職
の
と
き
に
も
、
こ
の
強
み
が
非
常
に
役

に
立
ち
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
自
分
を
成
長
さ

せ
る
サ
ー
ク
ル
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
大
学
時
代
に
は
し
っ

か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。
効
率
的
に
勉
強

す
る
た
め
に
は
、
良
い
先
生
を
見
つ
け
る
こ

と
で
す
。
私
は
、
英
文
法
が
大
好
き
で
、
当

時
有
名
な
先
生
が
講
師
に
い
ら
っ
し
ゃ
り
ゼ

ミ
は
や
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
何
回
も

頭
を
下
げ
て
講
師
控
室
で
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
を
し
た
方
が
良

い
と
か
、
こ
の
本
を
読
め
と
か
、
時
に
は
厳

し
い
叱
責
を
受
け
た
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

ら
を
必
死
で
ク
リ
ア
し
た
こ
と
で
、
英
語
の

基
礎
が
身
に
付
き
ま
し
た
。
現
在
有
名
大
学

で
英
語
の
講
師
も
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基

礎
の
ほ
と
ん
ど
を
神
大
で
得
ら
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

と
も
か
く
大
学
で
は
、
自
分
を
伸
ば
せ
る

サ
ー
ク
ル
を
選
択
す
る
こ
と
、
そ
し
て
良
い

先
生
に
師
事
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
神
大
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
を
、

是
非
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
神
大
に
入
学

し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
心
底
思
え
る
よ
う

に
、
そ
し
て
大
学
生
活
に
悔
い
が
残
ら
な
い

よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
「
が
ん
ば
り
」
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

◆「
地
頭
の
良
さ
」は
偏
差
値
で
は
計
れ
な
い

　

皆
さ
ん
は
偏
差
値
で
悩
ま
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
偏
差
値
は
、
意
味
の
な
い
能

力
を
テ
ス
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
他
人
が
無
責

任
に
出
し
た
数
値
で
す
。
本
当
に
社
会
に
出

て
有
益
な
人
材
は
、
今
後
の
成
長
の
伸
び
代

が
期
待
で
き
る
「
地
頭
（
じ
あ
た
ま
）
の
良

い
人
」
で
す
。
偏
差
値
は
「
地
頭
の
良
さ
」

を
計
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
仮
に
第
一
志
望
に
入
れ
な
か
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
卑
屈
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
将
来
を
悲
観
す
る
必

要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
人
生
を
偏
差
値

と
い
う
根
拠
の
な
い
も
の
で
勝
手
に
判
断
し

て
、
自
分
で
ダ
メ
に
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
、

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
何
故
神
大
の
卒
業

生
に
は
社
長
が
多
い
の
か
、
と
い
う
と
「
地

頭
の
良
い
人
」
が
多
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
も
必
ず
今
後
の
成
長
の
伸
び
代
が

あ
り
ま
す
の
で
、
自
信
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
留
学
の
考
え
方
・
ア
ド
バ
イ
ス

　

私
は
英
国
の
ボ
ー
ン
マ
ス
カ
レ
ッ
ジ
に
留

学
し
ま
し
た
。
こ
の
留
学
で
自
信
を
持
っ
て

英
語
が
喋
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
経
済

学
を
改
め
て
勉
強
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
留
学
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
で
す
。
本
当
に
英
語
が
好
き
で
、
英

語
を
強
み
に
す
る
た
め
に
集
大
成
と
し
て
留

学
す
る
の
な
ら
良
い
の
で
す
が
、
ろ
く
に
話

せ
な
い
人
が
留
学
し
て
も
留
学
先
で
ま
ず
英

会
話
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
り
、
結
局
大
学

の
本
科
に
は
入
れ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
本
当
に
英
語
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
、
勉
強
し
て
完
成
さ
せ
た

い
人
に
は
留
学
を
勧
め
ま
す
が
、
箔
を
つ
け

る
た
め
や
就
職
に
役
立
て
る
た
め
だ
け
の
留

学
は
や
め
た
方
が
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
私
の
モ
ッ
ト
ー　

　
「
独
創
的
で
あ
れ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

ま
す
。
独
創
的
な
考
え
は
、
真
剣
に
考
え
た

時
に
初
め
て
閃
き
ま
す
。「
英
語
は
『
イ
ン
ド

式
』で
学
べ
！
」と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
が
、

研
究
を
地
道
に
や
ら
な
い
と
書
け
ま
せ
ん
。

思
い
付
き
だ
け
で
は
だ
め
で
す
。
こ
の
地
道

な
努
力
の
習
慣
は
、
若
い
う
ち
に
し
っ
か
り

修
得
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
・
文
責
／
内
藤
）
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頑張っている飲⾷店紹介頑張っている飲⾷店紹介

　

箱
根
湯
本
駅
前
、
一
号
線
沿
い
に
お
父

様
が
土
産
も
の
や
を
創
業
し
た
の
が
、
商

売
の
ル
ー
ツ
で
す
。
家
業
を
継
ぐ
と
村
上

さ
ん
は
、
昭
和
55
年
に
そ
ば
屋
「
は
こ
ね
」

を
開
店
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
拡
大
路
線
を
取
り
、
野
天
風

呂
「
か
っ
ぱ
天
国
」
を
開
業
し
現
在
に
至

り
ま
す
。
お
店
は
伝
統
を
感
じ
る
純
和
風

の
た
た
ず
ま
い
で
、
す
べ
て
女
性
ス
タ
ッ

フ
で
す
。
優
し
く
柔
ら
か
な
接
客
で
雰
囲

気
が
良
く
、
居
心
地
抜
群
で
す
。

　

自
然
に
気
配
り
が
出
来
る
お
店
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
ば
の
他
、
釜
飯
、
定
食
、
単
品
で
さ
つ

ま
揚
げ
、
い
た
わ
さ
、
や
っ
こ
等
が
あ
り
、

食
事
だ
け
で
な
く
お
酒
も
楽
し
め
ま
す
。

目
の
前
が
箱
根
駅
伝
の
コ
ー
ス
で
、
駅
伝

フ
ァ
ン
に
は
、
た
ま
ら
な
く
贅
沢
な
立
地

で
す
。

　

在
学
中
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
所
属
。

メ
ン
バ
ー
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
接

触
プ
レ
ー
が
多
い
タ
フ
な
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛

え
ら
れ
ま
し
た
。
相
手
の
流
れ
を
読
み
、

仲
間
を
信
頼
し
、
和
を
も
っ
て
戦
う
技
術

と
心
を
学
び
ま
し
た
。
助
け
合
う
姿
勢
、

そ
れ
が
今
で
も
役
立
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

宮
陵
会
地
域
組
織
と
の
関
係
は
古
く
、

神
大
の
箱
根
駅
伝
を
応
援
し
よ
う
と
、
支

部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
会
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

経
営
の
信
条
は
、
世
の
中
の
流
れ
に
乗

り
遅
れ
な
い
よ
う
に
。
商
売
の
基
本
は
お

客
様
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
掴
む
こ
と
。

今
後
の
抱
負
と
し
て
、
地
元
箱
根
を
誰
も

が
夢
を
持
ち
実
現
で
き
る
希
望
の
あ
る
、

よ
り
魅
力
的
な
町
に
し
た
い
と
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

声
が
大
き
く
、
パ
ワ
ー
溢
れ
る
熱
い
元

祖
体
育
会
系
の
先
輩
で
し
た
。

　

卒
業
生
が
利
用
す
る
際
の
特
典
は
、

「
か
っ
ぱ
天
国
」
の
入
浴
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

す
。
食
事
を
し
た
後
ぜ
ひ
温
泉
も
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
／
神
奈
川
県
足
柄
下
郡

　
　
　
　
　
　
　
　

箱
根
町
湯
本
７
０
４ 

◆
ア
ク
セ
ス
／
箱
根
湯
本
駅
徒
歩
３
分

◆
客
席
数
／
25
席　

テ
ー
ブ
ル
席　

座
敷

◆
メ
ニ
ュ
ー
／
そ
ば　

釜
飯　

定
食　

さ

つ
ま
揚
げ　

塩
辛　

い
た
わ
さ　

や
っ
こ

◆
特
徴
／
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
み
の
営
業

◆
予
算
／
６
０
０
円
〜
１
、
５
０
０
円

◆
営
業
時
間
／
11:

00
〜
19:

00

◆
定
休
日
／
水
曜
日

◆
連
絡
先
／
０
４
６
０

－

８
５

－

７
８
３
７

（
取
材
・
文
責
／
永
田
）

 

　

昭
和
51
年
に
工
学
部
機
械
工
学
科
を
卒

業
後
、
建
築
・
住
宅
設
備
資
材
等
の
専
門

商
社
に
入
社
し
、
仕
事
一
筋
で
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。
50
歳
を
過
ぎ
て
営
業
関
係
の

役
員
を
務
め
る
傍
ら
60
歳
以
降
の
人
生
を

ど
う
豊
か
に
過
ご
す
か
、
自
分
は
何
が
で

き
る
の
か
を
自
問
自
答
し
た
結
果
、
学
生

時
代
に
盛
ん
に
や
っ
て
い
た
ギ
タ
ー
を
生

か
し
た
、落
ち
着
い
て
く
つ
ろ
げ
る
カ
フ
ェ

を
夫
婦
で
や
る
決
心
を
し
ま
し
た
。 

　

58
歳
か
ら
着
々
と
準
備
を
進
め
、
60
歳

で
退
職
と
同
時
期
に
都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン

を
売
却
し
、
東
久
留
米
の
閑
静
な
住
宅
地

に
土
地
を
求
め
て
店
舗
兼
住
宅
を
建
て
、

カ
フ
ェ
を
開
店
し
ま
し
た
。
開
店
し
て
３

年
４
か
月
経
ち
ま
し
た
が
、
住
宅
街
の
雰

囲
気
の
良
い
カ
フ
ェ
と
い
う
評
判
を
い
た

だ
き
、
近
隣
の
方
々
の
憩
い
の
場
と
し
て

地
元
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
シ

ニ
ア
の
男
性
を
対
象
に
し
た
個
人
レ
ッ
ス

ン
の
ギ
タ
ー
教
室
と
歌
広
場
（
歌
声
喫
茶
）

を
開
催
し
、カ
フ
ェ
が
交
流
の
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。
音
楽
と
カ
フ
ェ
、
毎
日
が
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

お
客
様
と
ゴ
ル
フ
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

も
計
画
し
、
近
隣
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
店

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
生
へ
の
特
典
は
、
料
理
を
注
文
し

て
い
た
だ
い
た
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
ま
た
は
紅

茶
を
サ
ー
ビ
ス
い
た
し
ま
す
（
期
間
：
来

年
の
７
月
末
ま
で
）。
注
文
時
に
神
大
卒
と

お
話
し
く
だ
さ
い
。
ご
来
店
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
場
所
／
東
京
都
東
久
留
米
市
上
の
原

２

－

５

－

10

◆
ア
ク
セ
ス
／
西
武
池
袋
線
「
東
久
留
米

駅
」
か
ら
西
武
バ
ス
で
７
分
「
東
久
留
米

団
地
」
下
車
、
徒
歩
５
分

◆
営
業
時
間
／
11:

00
〜
19:

00

◆
定
休
日
／
木
曜
日
、
第
３
水
曜
日

◆
客
席
数
／
20
席

◆
メ
ニ
ュ
ー
／
手
作
り
の
オ
ム
ラ
イ
ス
・

ナ
ポ
リ
タ
ン
・
カ
レ
ー
が
人
気

◆
特
徴
／
お
い
し
い
料
理
と
心
地
良
い
Ｂ

Ｇ
Ｍ
、
落
ち
着
い
て
く
つ
ろ
げ
る
カ
フ
ェ

◆
連
絡
先
／
０
４
２

－

４
２
０

－

１
７
５
２

◆
Ｈ
Ｐ
／
あ
り
（
ぐ
る
な
び
・
食
べ
ロ
グ

等
で
も
紹
介
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
・
文
責
／
内
藤
）

　

東
京　

東
久
留
米
市
の
喫
茶
店

　
「
あ
ん　
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」

　
　

田
中　

文
彰 

さ
ん

　
　
　
　
（
昭
和
51
年
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
）

　

箱
根
湯
本
駅
前

　

そ
ば
・
釜
飯
「
は
こ
ね
」

　
　

村
上　

東
司 

さ
ん

　
　
　
　
（
昭
和
40
年
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
）
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三
浦
半
島
宮
陵
会
（
鈴
木
和
夫
会
長
、
会
員

約
１
０
０
人
）
は
本
年
６
月
、
創
立
満
10
周
年

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
創
立

10
周
年
の
歩
み
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

発
足
の
経
緯

○
設
立
準
備
委
員
会
の
発
足

　

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
10
月
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
当
日
に
三
浦
半
島
宮
陵
会
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
る
メ
ン
バ
ー
が
、
六
角
橋

の
「
末
広
園
」
に
集
ま
り
ま
し
た
。
古
川
勝
彦

さ
ん
（
初
代
会
長
、
現
本
部
副
会
長
）、
砂
川

正
夫
さ
ん
（
副
会
長
）、
鈴
木
稔
さ
ん
（
初
代

事
務
局
長
、
現
副
会
長
）、
宮
陵
会
本
部
の
平

能
孝
一
さ
ん
（
現
本
部
専
務
理
事
）
や
武
笠
健

次
さ
ん
（
現
本
部
参
与
）、
古
家
秀
紀
さ
ん
（
三

井
物
産
宮
陵
会
会
長
）
ら
で
す
。

　

そ
の
後
、
同
年
12
月
、
設
立
準
備
会
が
発
足
。

準
備
会
で
は
対
象
地
域
を
鎌
倉
市
、
逗
子
市
、

横
須
賀
市
、
三
浦
市
と
葉
山
町
の
４
市
１
町
と

す
る
こ
と
や
会
則
案
、
役
員
候
補
者
な
ど
の
検

討
を
行
い
、
17
人
の
役
員
候
補
者
を
決
め
ま
し

た
。

○
設
立
委
員
会
発
足
と
設
立
総
会
の
開
催

　

役
員
候
補
者
が
決
ま
っ
た
同
年
３
月
、
横
須

賀
産
業
プ
ラ
ザ
で
第
１
回
目
の
設
立
委
員
会
。

設
立
総
会
の
日
時
や
議
案
書
な
ど
を
検
討
し
、

６
月
24
日
に
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
う
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
開
催
案
内
状
を
送
る
た
め
の
見
積
も
り

は
、
印
刷
費
や
郵
送
料
な
ど
で
約
70
万
円
。
捻

出
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
部
の
平

能
さ
ん
か
ら
「
宮
陵
会
報
を
会
員
全
員
に
発
送

す
る
の
で
、
設
立
総
会
の
案
内
状
も
同
封
し
ま

し
ょ
う
」
と
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
蔭
さ
ま
で
第
１
回
目
の
設
立
総
会
は
26

人
が
参
加
。
同
年
９
月
22
日
現
在
の
会
員
登
録

は
90
人
（
う
ち
会
費
納
入
者
73
人
）
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動

○
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催

　

設
立
し
た
年
の
８
月
に
は
早
く
も
葉
山
国
際

カ
ン
ツ
リ
ー
で
コ
ン
ペ
。
初
回
は
２
組
８
人
が

参
加
。
12
月
に
は
千
葉
の
エ
ン
ゼ
ル
カ
ン
ト

リ
ー
で
、
翌
年
３
月
に
は
葉
山
国
際
カ
ン
ツ

リ
ー
で
開
催
。
以
後
、
毎
年
３
回
開
催
を
基
本

と
し
て
、
本
年
３
月
で
29
回
目
を
数
え
ま
し
た
。

　

幹
事
の
中
川
六
郎
さ
ん
（
昭
和
44
年
貿
易
卒
、

現
在
葉
山
町
体
育
協
会
会
長
）
の
方
針
で
、
神

大
卒
業
生
を
メ
ー
ン
と
す
る
も
の
の
誰
で
も
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
と
「
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
会
」

に
し
て
い
ま
す
。

○
機
関
誌

　
「
三
浦
半
島
宮
陵
会
だ
よ
り
」
の
発
行

　

初
代
事
務
局
長
の
鈴
木
さ
ん
が
手
掛
け
た
会

報
「
三
浦
半
島
支
部
（
現
在
は
宮
陵
会
と
変
更
）

だ
よ
り
」
も
同
年
10
月
に
は
早
く
も
第
１
号
を

発
行
。
以
来
、
編
集
長
は
鈴
木
稔
さ
ん
か
ら
内

藤
正
久
さ
ん
（
昭
和
51
年
機
械
卒
、本
部
理
事
）、

塩
塚
定
雄
さ
ん
（
昭
和
48
年
貿
易
卒
）
と
３
代

目
と
な
り
ま
す
が
、
毎
年
２
回
発
行
し
、
本
年

３
月
で
第
21
号
と
な
り
ま
し
た
。　

○
記
念
講
演
会
を
開
催

　

総
会
や
新
年
会
で
は
懇
親
会
だ
け
で
な
く

「
記
念
講
演
会
」
を
開
催
す
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。
単
に
会
員
だ
け
で
な
く
テ
ー
マ
に
関

心
の
あ
る
地
域
の
人
た
ち
に
も
「
知
の
提
供
」

を
通
し
て
地
域
貢
献
を
目
指
し
、
無
料
開
放
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
講
師
（
演
題
は
１
回
目
と
最
近

の
も
の
の
み
）
は
次
の
通
り
。

▽
植
田
三
夫
本
学
名
誉
教
授
（「
箱
根
駅
伝
と

私
」）
▽
鈴
木
芳
徳
本
学
名
誉
教
授
▽
石
渡
卓

湘
南
信
金
理
事
長
▽
中
山
廣
男
テ
フ
コ
青
森
社

長
▽
中
田
信
哉
本
学
経
済
学
部
教
授
▽
砂
川
正

夫
当
会
副
会
長
▽
千
場
純
横
須
賀
市
鶴
が
丘
の

三
輪
医
院
院
長
▽
重
村
力
本
学
工
学
部
教
授
▽

田
中
弘
本
学
経
済
学
部
教
授
▽
復
本
一
郎
本
学

経
営
学
部
教
授
▽
秋
山
憲
治
本
学
経
済
学
部
教

授
▽
中
島
三
千
男
本
学
学
長
▽
矢
野
喬
子
本
学

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
コ
ー
チ
▽
斎
藤
勁
前
内
閣
官

房
副
長
官
▽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
浅
田
勁
▽
橘

川
俊
忠
本
学
法
学
部
名
誉
教
授
▽
小
林
孝
吉
本

学
常
務
理
事
▽
上
村
大
輔
本
学
特
別
招
聘
教
授

（「
天
然
医
薬
リ
ー
ド
を
求
め
て
」）
と
、
こ
の

10
年
間
で
18
人
を
数
え
ま
す
。

（
肩
書
は
当
時
）

○
そ
の
他
の
活
動

　

上
記
に
挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
年
１
〜
２
回

の
「
ハ
イ
キ
ン
グ
」、
月
１
回
の
例
会
を
行
う

テ
ニ
ス
会
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
へ

の
参
加
、
箱
根
駅
伝
予
選
会
や
本
大
会
で
の
沿

道
応
援
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題

　

会
員
を
ど
う
増
や
す
か
。
活
動
内
容
を
魅
力

あ
る
も
の
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
。
取
り
組
む
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参

加
や
ご
協
力
の
も
と
で
力
を
合
わ
せ
、
本
部
の

ご
支
援
を
仰
ぎ
、
存
在
感
あ
る
地
域
組
織
に
発

展
す
る
た
め
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
事
務
局
長　

原　

柳
作
）

　

三
浦
半
島
宮
陵
会
が
創
立
10
周
年



（ 7 ） 宮 陵 会 報第102号 平成28年７月31日　日曜日

　

本
選
出
場
な
ら
ず
!!

　

 　

第
48
回　

全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

　
　
　

関
東
学
生
陸
上
競
技
連
盟
推
薦
校
選
考
会
で
本
選
出
場
権
を
逃
す

　

6
月
18
日
（
土
）
に
さ
い
た
ま
市
駒
場
運
動

公
園
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
選
考
会
に
出
場
し

た
神
奈
川
大
学
。
20
チ
ー
ム
の
参
加
で
、
各
校

8
名
の
選
手
が
2
名
ず
つ
4
組
に
分
か
れ
て

１
万
メ
ー
ト
ル
を
走
り
、
総
合
タ
イ
ム
上
位
の

9
校
が
本
選
に
出
場
で
き
ま
す
。
神
大
の
1
組

は
中
神
恒
也
選
手
（
4
年
）、
佐
久
間
勇
起
選
手

（
2
年
）
が
出
場
し
、
中
神
選
手
は
3
位
と
健
闘

し
ま
し
た
が
、
佐
久
間
選
手
は
、
も
う
一
息
で

し
た
。
こ
の
日
は
、
熱
中
症
予
防
注
意
報
が
出

る
暑
さ
の
中
で
頑
張
り
ま
し
た
が
総
合
13
位
と

出
遅
れ
ま
し
た
。

　

2
組
は
、
鈴
木
祐
希
選
手
（
3
年
）
が
3
位
、

越
川
堅
太
選
手
は
、
1
年
生
な
が
ら
、
し
っ
か

り
走
り
、
総
合
6
位
ま
で
上
昇
。
3
組
は
大
野

日
暉
選
手
（
3
年
）
と
大
川
一
成
選
手
（
3
年
）

が
出
場
。
安
定
し
た
走
り
で
、
当
選
圏
内
の
6

位
を
維
持
し
、
最
終
の
4
組
に
託
し
ま
す
。
各

校
の
エ
ー
ス
が
集
ま
る
組
に
出
場
し
た
の
は
鈴

木
健
吾
選
手
（
3
年
）、山
藤
篤
司
選
手
（
2
年
）。

ス
タ
ー
ト
し
て
2
人
と
も
に
山
梨
学
院
大
学
、

日
本
大
学
等
の
外
国
人
選
手
に
ピ
タ
リ
と
つ
い

て
走
り
ま
す
。
総
合
タ
イ
ム
で
、
さ
ら
に
上
位

を
狙
え
る
位
置
取
り
で
す
。
最
終
組
と
あ
っ
て
、

ペ
ー
ス
は
一
段
と
速
く
な
り
、
そ
れ
で
も
鈴
木

選
手
は
、
日
本
人
ト
ッ
プ
を
維
持
し
、
山
藤
選

手
も
追
随
し
ま
す
。
し
か
し
、
残
り
1
周
を
過

ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
山
藤
選
手
が
倒
れ
こ
ん
で
し

ま
い
棄
権
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
本
選
出
場
は
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
外
国
人
選
手
と
競
い
合
っ
た
鈴
木
健

吾
選
手
の
素
晴
ら
し
い
走
り
は
、
今
大
会
の
大

き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
に
開
催
さ
れ

る
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
予
選
会
に
は
、

夏
合
宿
を
乗
り
越
え
て
、
た
く
ま
し
く
な
っ
た

姿
の
部
員
が
、
楽
に
予
選
会
を
突
破
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
シ
ー
ド
権
を
除
く
本
選
出
場
校
〉

1
位
山
梨
学
院
大
学
・
2
位
日
本
大
学
・
3
位

日
本
体
育
大
学
・
4
位
拓
殖
大
学
・
5
位
帝
京

大
学
・
6
位
國
學
院
大
學
・
7
位
中
央
学
院
大
学
・

8
位
大
東
文
化
大
学
・
9
位
国
士
舘
大
学

（
文
責　

間
中　

晟
）

　

宮
陵
会
だ
よ
り

■
会
議
予
定

　

理
事
会　

平
成
28
年
９
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
９
日
（
金
）

■
地
域
組
織
（
地
域
）
総
会
開
催
予
定

　

平
成
28
年
９
月
３
日
（
土
）
鳥
取
因
幡
宮
陵
会

　
　
　
　
　

９
月
３
日
（
土
）
大
分
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　

９
月
10
日
（
土
）
同
学
会
大
連
宮
陵
会

　
　
　
　
　

９
月
17
日
（
土
）
静
岡
西
部
宮
陵
会

　
　
　
　
　

９
月
24
日
（
土
）
奈
良
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　

11
月
5
日
（
土
）
広
島
県
宮
陵
会

■
新
地
域
組
織
代
表
者
紹
介

　

苫
小
牧
宮
陵
会　
　
　
　
　

46
機　

桑
本
昭
平

　

保
土
ヶ
谷
・
旭
区
宮
陵
会　

57
貿　

杉
野　

正

　

箱
根
町
宮
陵
会　
　
　
　
　

40
機　

村
上
東
司

■
事
務
局
よ
り
の
お
願
い

登
録
さ
れ
て
い
る
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
な
ど
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

①
神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

卒
業
生
の
ひ
ろ
ば

  （http://alum
ni.kanagaw

a-u.ac.jp/

）

　
　
　

⇒

卒
業
生
情
報
登
録
・
変
更
の
ご
案
内

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
５
―
４
１
３
―
０
７
９
１

③E-m
ail:

　

 kyuryou-jim
u@
kanagaw

a-u.ac.jp

＊
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
の
個
人
情
報
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、「
学

校
法
人
神
奈
川
大
学
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
」

に
従
い
適
正
な
保
護
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
夏
季
一
斉
休
業
期

８
月
12
日
（
金
）
〜
17
日
（
水
）

●会 場　［エキシビション］　
　　 　　クイーンズスクエア横浜　クイーンズパーク
　　 　　グランモール公園美術の広場（横浜美術館前）

［コンテスト］
　　 　　パシフィコ横浜プラザ広場



（ 8 ）宮 陵 会 報平成28年７月31日　日曜日 第102号

　一般社団法人神奈川大学宮陵会の「総会（社員総会）」は、正会員
の選挙によって選出された代議員（＝社員）で構成され、その代議
員は、正会員からの立候補者と代議員候補者推薦委員会から推薦され
た候補者のなかから正会員による選挙で選ばれます。
　現在の代議員が平成 29年 1月 31 日をもって任期満了になりま
すので、定款第 11条並びに代議員選任規程（平成 28年 3月 5日
施行）に基づき、次期代議員を選ぶ代議員選挙を下記のとおり実施
します。
　代議員選挙の選挙権、被選挙権のある正会員とは、「選挙年度の 4
月 1日現在、住所が判明し、定款に定められた会費を納入している
会員」ですが、代議員選挙管理委員会が定める期日（平成 28年 10
月 31 日）までに、正会員資格の判断基準である、住所の届出並び
に会費の納入の手続きを行うこと等により、代議員に立候補または
推薦人となる資格を有する者とみなすことができますので、申し添
えます。

記
１．代議員の定数
　190人（定款第 11条第 1項、代議員選任規程第 3条）
２．代議員の任期
　平成29年 2月 1日～平成31年 1月31日（定款第11条第5項）
３．選挙日程
　①選挙の公示　　　　平成28年８月 1日（月）
　②立候補の受付期間　平成28年10月 1日（土）～10月14日（金）

（消印有効）
　③候補者の公示　　　平成28年12月 1日（木）
　④投票期間　　　　　平成29年 1 月15日（日）（消印有効） まで。
　⑤当選者の公告　　　平成29年 2 月 1日（水）
※代議員候補者が定数を超えない場合は、投票を行いません。
　代議員選挙の詳細につきましては、「代議員選挙のお知らせ」（正
会員に同封）または宮陵会ホームページの公示をご覧ください。
　会員種別につきましては、「会費の納入について（お願い）」の〔会
費納入要領〕の最後に記載いたしました。

平成29・30年度代議員選挙について

開催日 ブロック名 主管地域組織 会　　場

9 .17（土）北海道ブロック会 旭川宮陵会 旭川トーヨーホテル

9 .17（土）四国ブロック会 高知県宮陵会 ホテル日航高知
旭ロイヤル

10. 2（日）近畿ブロック会 京滋宮陵会 琵琶湖汽船

10.29（土）北陸ブロック会 富山県宮陵会 ホテル
グランテラス富山

10.29（土）神奈川県ブロック会
南区、保土ヶ谷・
旭区、戸塚・栄区、
箱根町、平塚市

神奈川大学
横浜キャンパス

11.12（土）九州ブロック会 長崎宮陵会 ホテルグランドパレス
諫早

11.19（土）東北ブロック会 福島県宮陵会 郡山ビューホテル
アネックス

　平成 27年度から、これまでの各地域ブロック会
ごとに実施してきました、各会長によるブロック会
議に併せて、ブロック内の会員も参加できるように
変更することにいたしました。
　ブロック会議の主管地域の会員だけでなく、各ブ
ロック内の会員の皆様にも、ご案内をすることとい
たしました。
　平成 28 年度の開催予定は、下記のとおりです。
詳細につきましては、決定しだい宮陵会のホーム
ページに掲載いたします。

全国のブロック会が新たなイベントを企画
して皆さまの参加をお待ちしています


